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哀辞

本学名営教授賂川虎三先生は 去る昭和56年 2月27日京都

のご白宅にて心不全のためご永眠されました ここに謹んで

哀悼の意を表します

先生は 大正12年京都帝国大学経済学部をご卒業になり大

学院で経済統計学を専攻され大正15年経済学部講師 昭和

2年助教茂 昭和14年より同21年ご退官まで教授として研究

と教育および後進の養成に尽力されました その間昭和20年

から同21年まで経済学部長として大宇行政の面でも多くの貢

献をされました その後昭和23年から同25年まで中小企業

庁長官の要職に就かれ戦後経済の復興に寄与され ひきつ

づき昭和25年京都府知事にご就任 いらい同53年まで28年間

のながきにわたり 地方行政におレても大きな活躍をされま

した

先生は統計学会計学水産経済学などの分野における

先覚的研究者として 数多くの著作をのこされました とく

に名著『統計利用に於ける基本問題』にて 経済学博士の学

位を授与されるとともに わが国社会統計学の発展のために

指導的な役割を果されました

経済学部にご在職中 多くの子弟を教育され また本誌に

も数多くの貴重な論文を発表されわが学会のために こと

のほかご尽カをいただきました ここに在天の先生のみ霊に

たいして 心からご冥福をお祈り申しあげます

昭和56年4月1日

京都大学経済学会


